
ハナ玄関先

の日溜りで

毛づくろい 

10.30撮影 

 畑仕事はパズルのように、こ

の広さで種のアレコレ?と今年

は昨年は?など植えてあった野

菜をチェックして連作を避け、

天候をみては畑を耕し種を蒔き

育て、１回ごとの収穫量も考え

色々な作業をこなし、農事カレ

ンダーにメモをしてるカカ。 

↑ 

 ナナミちゃんのお宿も姿

をあらわした晩秋、木枯ら

しが吹き始め、暖かな薪ス

トーブや囲炉裏を囲む冬の

味覚も登場します。 

2 「ナナミちゃんのお宿」は ?  

ナナミちゃんの農事通信 
山梨県北杜市明野町で「雨と風と太陽と」 

「土と人情」に囲まれた。ナナミ

ちゃんの「私、土の子」奮闘記 
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1 狭い畑を計画的に 

↑11.04裏の林畑に植えた生

姜を収穫、←今年は上出来!! 

←囲炉裏には土鍋が 

↑11月は明野大根が主

役!! とろける食感。 

←11.07今年

は大納言小豆

の出来良く、

ふっくら粒々

の田舎汁粉を

召し上がれ。 

 

→大粒た

ぷり丹波

黒豆の甘

煮をのせ

たヨーグ

ルトも。 

    ハイライト 

 霜降・次候10月28日

～11月1日 「霎時施 こ

さめ ときどき ふる」

「霎」は「しぐれ」とも

読まれ、少しの間降る雨

のこと。「施」は「ほど

こす」とも読まれる。全

体としては、小雨がしと

しと降る頃という意味に

なる。小雨と時雨は厳密

には別のものである。前

者が少し降る雨、小降り

の雨、

細かい

雨など

をさす

のに対

し、後

者は晩

秋から

初冬に

かけて降ったりやんだり

するにわか雨のことをい

う。 明野でも10月の

28と29日に降ったが、

二日にわたって降り続け

た雨でした。一雨ごとに

気温も下がり、野山の紅

葉も進んでゆく。紅葉と

言えば、一般的な樹木は

カエデになるが、この名

称は、開いた葉の形状が

「カエルの手」のようで

あることに由来する。ち

なみにモミジはカエデの

代表種であるイロハモミ

ジの別称だとか。いまだ

区別のつかないトト･･･ 

11.11鉢植えの紅葉も

盛り過ぎ、楓?紅葉? 

↑11.01冬越しさせ

る空豆種をマルチの

穴に蒔き、グリーン

ピースやスナップエ

ンドウも蒔き、↗→

ワケギの種球をマル

チの穴に植え、春の

収穫に備える。 

←ニンニク種球も植

えネットが四畝に。 

↙芽の出た赤玉ネギをネット脇

に植え、春には葉玉ネギに。 

↑11.08キャベツを食べる

モンシロチョウの幼虫をつ

ぶす →ブロッコリーの葉

も一枚一枚チェックして。 



5 今年も干し柿作り 

3 庭畑も夏冬切り替え 

 昨年は長雨で

大部分を捨て、

二年前は暖冬で

半分以上捨て

た。今年は天候

も安定し風吹く

日もあり、期待

が高まります。

この後も柿揉み

作業をする

など、見守

りは続く。  
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 霜が降り始め、野菜の甘味

も増し漬物の美味しい季節

に、カカの漬物作りも始まっ

た。ジャガイモは熟成し旨味が

増し、囲炉裏には炭火がおこ

り、コトコト煮物がおいしい季

節になりました。明野の大根も

十一月は煮て柔らかく、とろけ

る様な

食感に!! 

↑11.02フレーム後を耕

し →お宿が見えるように! 

 霜も降り、狭い庭の畑

も夏野菜を片付け、春ま

での冬野菜を種蒔く。

キュウリやインゲンなど

のツルが無くなり、ヒヨ

ドリ避けのブルーベリー

ネットも外れ、風通しも

良くなり襟元が寒いよう

な気がする晩秋に。 

肉じゃが ジャガイモの小

芋と人参に玉ネギを牛肉と

煮る。ホックリ小芋が旨い 

→柿が接しないよ

うに150個を吊る

し、ビニールフイ

ルムでおおい、発

色と殺菌のため硫

黄で燻蒸をする➘ 

↑10.30庭畑の夏野菜を全

て抜き、春までの野菜準備。 

↑10.31ピーナツを収穫、ハ

ナが見回りネズミ被害は無し!! 

↑ピーナツをトトがクワで掘り起し、カカが

豆の選別作業。消石灰をまき耕す。ピーナツ

豆小さく少ない、種豆を買い替えるか? 

↑10.03ブルーベリーのネット

は、トト一人で取り外す。 

↑11.01トマトフレーム解体 ↑11.02解体も草取りも終り 

漬物色々 カブ

と赤カブを別々

に甘酢漬けに、

赤カブの皮から

赤色が出て全体

を染める。アッ

プル漬も始まる 

4 十一月のお味  

←左の大きい渋柿は

400g以上になる

「甲州百目柿」 

右は小ぶりな「蜂屋

柿」干しやすいよう

植えた。干柿にして

甘味のほどは、まだ

分かりません。 

柿の枝は↑T字に切り、吊

るす紐を掛けられるように 

←柿のヘタを丸くトト

がむき  ↑カカが柿

の皮をむく。→むいた

柿に吊るすヒモを掛

け、熱湯に浸け殺菌。 

↑収穫した柿を一

輪車に移し、家ま

でカカが二往復。 

↑11.07日当たり良い「ナナミちゃん

のお宿」西側に合計302個干した。 

11.05↑

渋柿の収

穫始める 


